第二回中央委員会の討論への中央常任委員会の結語

二〇〇四年六月二日

１．アピールを全班・全同盟員に徹底し、正面から選挙への決起をよびかける

討論の一番の特徴は、中央委員会のアピールを全班・全同盟員に読んでもらい、参議院選挙への決起をよびかけ、ひろげようということが、非常に活発に議論されたということです。

①アピールを読めば、選挙がんばろうという決意をひろげられる

討論を通じて、アピールを読めば、切実な要求を実現するためにも、政治を変えよう、そのために選挙をがんばろうと提起できるし、決起をひろげられることが、交流されました。

「ある学生は、『世界一高い学費は異常。なんで政党は学費値下げをかかげないのか。こういうことを掲げれば、学生はみんな投票するんじゃないか』といって加盟し、学費署名にとりくみはじめた。このアピールで、要求実現のために選挙をがんばろうと提起すれば、本当に全班・全同盟員でたたかえるようになる」（青森）、「イラク写真展を通じて、青年も同じ平和の思いを持っていることを実感した同盟員たちが、『イラク戦争反対でがんばっている共産党だから、イラクのことや平和のことがどうすればいいのかよくわかるよ』など、青年を演説会に誘い、青年が九人参加を約束している。このアピールで、要求を実現するために選挙をたたかえば大きな力を発揮できる」（熊本）など、このアピールを読んで、要求を出し合い、学び交流すれば、すべての班と同盟員が参議院選挙にむけた活動をはじめられることが、討論をつうじて、全体の確信になりました。

②班と同盟員とのあらゆる接点、機会にアピールをひろげる

同時に、参議院選挙は期日がきまった取り組みであり、県委員会をしてから徹底するということでなく、班と同盟員とのあらゆる接点、機会に徹底することが重要です。

「意思統一まちにせず、一気に幹部が班に入り、アピールで〝政治をかえる主人公〟としてがんばる同盟員をひろげて実践を開始し、六日に決起集会も成功させる」（東京）など、ただちに、このアピールの徹底をはじめることの大切さも発言されました。

このアピールを班と同盟員に渡して率直に提起し、要求をだしあい、交流することから、参議院選挙にむけたとりくみをはじめます。一つひとつの班に、一人ひとりの同盟員に、電話で、講義の空きコマや職場の昼休みに、マンツーマンからでもこのアピールを読んで、行動をよびかけるなど、一刻を争って、全班・全同盟員に徹底することを強調したいと思います。

２．「政治を変える主人公」として、青年へのはたらきかけを

　討論の第二の特徴として、選挙戦のなかでの青年の役割についても積極的に交流されました。

①悪政の最大の犠牲者である青年こそ「政治をかえる主人公」に

「〝フリーターで収入は月一万。晩御飯はバナナだけ〟〝サービス残業は当たり前で、計算したら年間百五十万円〟。政治を変えてこそ実現できることを学んで、友だちからアンケートを集めネット会員もふやしている。要求を語り合い、学べばだれでも政治を変える主人公になれる」（広島）など、自民党政治の最大の犠牲者である青年こそが、政治をかえる先頭に立って奮闘しようという決意が交流されました。

雇用の問題、学費の問題、年金の問題など、どこをみても、青年の生活が自民党政治によって破壊され、将来の見とおしが持てない状況に追い込まれています。要求を語り合い、展望を学ぶことで、青年が、政治をかえる主人公として、選挙戦で奮闘をひろげることができるのではないでしょうか。

②青年の動き――選挙戦全体を左右する

青年の動きが、選挙戦全体を左右するということも重要です。二十代、三十代の有権者の数は、全国で約三五〇〇万人、有権者の約三分の一にのぼります。自治体ごとに見れば、青年の比率が五割近くにのぼるところもあります。青年がどう動くのかは、選挙結果を左右する問題です。

参議院選挙一ヶ月前にして、年金でも、雇用や平和でも、自民党も、公明党も、民主党も、国民のなかに、よって立つ足場を失いつつあります。こうしたなかで、私たちが、切実な要求をかかげて解決の展望をしめし、青年への直接のはたらきかけを強めるならば、日本共産党への支持と共感を急速にひろげることができます。

「総選挙は二大政党にだまされて立ちあがれなかった。自分は小泉にも民主党にもだまされた。もうだまされたくない。今度は選挙がんばりたい」（茨城）など、動乱の政党状況をみぬいて、奮闘をはじめる経験もうまれています。昨年の総選挙では、福岡で、日本共産党の世代別の支持率をみると、二十代の青年が一番高い選挙区が五つありました。圧倒的多数が無党派である青年へのはたらきかけに全力をつくし、「イラクと日本、世界の平和を願う青年はこぞって日本共産党に」「安定した雇用と働くルールの確立、学費値下げをもとめる青年はこぞって日本共産党に」の声をひろげていきたいと思います。

３．ふさわしい節と目標をもってとりくむ

　第三に、投票日までにすべての班と同盟員の決起をはじめ、宣伝、対話・支持拡大、同盟拡大で大きく奮闘をひろげるために、節と目標をもってとりくむ具体的な決意も交流されました。

①節と目標をもってとりくむ

全国的には、明日からの「全国いっせい行動週間」の成功を節に、十三日（日）までに、すべての同盟員に郵送もふくめて、アピールを届けきること、すべての都道府県・地域協議会が宣伝行動にとりくみ、のべ全国五百カ所以上で行動にとりくみます。

そして、公示日までに、昨年の総選挙の提起を上回ることをめざします。具体的には、五割の班で「がんばろう決議」をあげ、五割の同盟員にアピールを読んでもらい、決起同盟員で三割をこえること、同盟拡大では、昨年の総選挙の拡大数の二百四十八人を突破することをめざします。

各都道府県ごとにも、節となるとりくみにむけて、アピールの徹底、班と同盟員の決起、宣伝、対話・支持拡大、同盟拡大の目標と計画をもってとりくみます。大会後、東京の品川と世田谷で地区委員会が再建され、六月に大阪の北福島、愛知・名古屋南部で再建を予定しています。地区委員会、地域協議会でも、節と目標をもって選挙戦の奮闘をひろげます。

②アピールを読み、学習と交流、宣伝・対話に、できることから班プランを決めてとりくむ

全班と全同盟員の決起をすすめるうえで強調したいことは、活動できていない班、活動に参加できていない同盟員も、何回も班会をして、何回も議論をしないと選挙戦に立ちあがれないということではなくて、アピールをよんで、アンケートで要求を交流し、パンフなどでその解決の展望を学ぶことで、選挙にむけた学習と交流、宣伝や対話に、できることからどんどん踏み出していくことです。

アピールを読んだ班と同盟員が、切実な要求を実現するために、できること、やれることからただちに足を踏み出していく流れをひろげていくことを強調したいと思います。「このアピールで、要求を聞き、展望をつかめば、みんなが参加できると思った。班会議ができていない班にいって議論し、『政治をかえる主人公』に成長していこうとよびかけたい」（秋田）という決意も語られました。こうした決意にたって、班でアピールを読んで交流し、プラン用紙をつかって、アピールの全同盟員への徹底をはじめ、目標や行動の計画をどんどん具体化していくことを重ねてよびかけます。

４．同盟拡大で前進し、政治をかえる力をひろげながら、選挙をたたかおう

最後に同盟拡大についてです。六月にはいって、「自治会活動をすすめてきた学生が、要求実現にがんばってきたけど、要求のおおもとにある政治をかえるために学び成長したいと加盟」（京都）、「学内で専従者と同盟員二人で宣伝にとりくみ、出会った同盟員の友人と対話になり加盟」（東京）など、「政治をかえる力を大きくしよう」と、各地で仲間を迎えています。新同盟員が、政治をかえたい思いをつのらせていること、基礎講座や大会決定を学んで、それまでの共産党のイメージを一変させ、選挙のとりくみに、先頭に立って奮闘している経験も交流されました。思いきって仲間を増やし、政治を変える力を大きくして選挙をたたかうことを強調します。

大分では、五月末の森住卓さんの講演会で連絡先を教えてくれた高校生二人を訪問し、六月に二日連続で仲間を迎えています。平和の願いがあふれる高校生分野でも同盟拡大で前進し、平和な世界をつくる力をひろげることをよびかけます。

　みなさん。投票日までの一日一日は、すべての班と同盟員がこのアピールを学んで、「政治をかえる主人公」へと成長する、青年が民青同盟に加盟して「政治をかえる主人公」へと成長していく、そしてなによりも、私たち中央委員自身が、ちゅうちょやためらい、弱点をのりこえて成長していく――そうした成長のうえに、日本共産党の前進をかちとり、強く大きな民青同盟をつくっていくことをよびかけて討論のまとめとします。
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